「アパグループ」の第１回「真の近現代史観」懸賞論文（審査委員長：渡部昇一）から見えてくること

渡部昇一氏がブレーン、本谷外志雄氏がスポンサー、田母神前空幕長が広告塔というトライアングルが成立する。

応募総数＝235人　航空自衛隊員＝94人　第六航空団（小松基地）所属＝62人

空幕の教育課が全国の空自基地などに案内を出し，特に本谷氏が《友の会会長》を務める第六航空団では、幹部教育の一環として、懸賞論文と同じ課題で書かせていた（防衛省中江官房長）。組織ぐるみで右翼民間人の懸賞に取り組む異常事態！　憲法へのクーデターだ！
　

田母神俊雄航空幕僚長「日本が侵略国家だったとはぬれぎぬだ」
論文骨子

＊戦前中国大陸や朝鮮半島に対する駐留も、条約に基づいたものだ。侵略ではない。
＊朝鮮も満州も、日本の統治によって豊かになり、人口も急増した。

＊わが国は中国で和平を追求したが、その都度、蒋介石に裏切られた。蒋介石はコミンテルンに動かされていた。わが国は蒋介石により日中戦争に引きずり込まれた被害者だ。 

＊１９２８年の張作霖列車爆破事件も、日本軍がやったとは断定できなくなった。コミンテルンの仕業という説が強まっている。

＊日米戦争も米国によって慎重に仕掛けられたわなであったことが判明している。米国もコミンテルンに動かされていた。

＊日本軍の軍紀が厳正だったことは多くの外国人の証言にもある。わが国が侵略国家だったというのは正にぬれぎぬだ。

＊自衛隊は領域警備もできない。集団的自衛権も行使できない。武器使用の制約が多い。このマインドコントロールから解放されない限り、わが国は自らの力で守る体制がいつになっても完成しない。 

審査委員長　渡部昇一氏の歴史観　――近現代史論　　（インターネットで検索）
『正論』や『諸君!』『WiLL』『voice』など右派評論誌への寄稿が多い。上智大学名誉教授
＊日中戦争・太平洋戦争の勃発原因は中国、アメリカの陰謀。

＊盧溝橋事件は中国共産党の陰謀。
＊真珠湾攻撃は、ルーズベルトの謀略（攻撃を事前にキャッチしていたのに、意図的に阻止しなかった）
＊南京大虐殺否定。死者のほとんどはゲリラであり、それは虐殺には当たらない。一般市民の被害者は約40から50名。
＊従軍慰安婦問題に関して、日本の責任を完全否定。
＊沖縄における集団自決問題は、左翼メディアの煽動。
懸賞論文主宰者　本谷 外志雄氏　　ホテルチェーン「アパグループ」代表　
小松基地金沢友の会（発会式:1999年10月7日.このときの基地指令は田母神氏）会長。事務局はアパホテル金沢駅前店。（友の会事務局長諸橋茂一氏は、1995年の村山談話に関連して、村山首相と河野洋平衆議院議長を告訴した人物。また同氏も当懸賞で佳作に入っている。）　　
安倍晋三･元首相の後援會｢安晋會｣の副會長。（1997年３月　田母神氏を空幕長に任命したのは安倍内閣）
藤 誠志のペンネームで「報道されない近現代史」などの著書がある。

アパグループ月刊広報誌の対談企画「BIG TALK」には、元谷氏の相手に渡部昇一氏も登場する。

田母神空幕長との接点　田母神＝1998年7月～1999年12月　第6航空団（小松基地）指令。1999年10月、小松基地友の会が結成された。　また、本谷氏主催の「日本を語るワインの會」には、田母神氏３回出席。田母神元空幕長も記者会見で「小松基地指令をしていた当時、大分お世話になった」と明かす、旧知の仲。
本谷氏の発言

「日本も核武装すると主張するべき。」
「戦前、北朝鮮のインフラに投資した莫大な資本を考えると、反対にお金をもらわなくてはいけないくらいです。」
「日本が慰安所に直接関与したという証拠は全くない。」
「日本を、禁輸で追い込み、開戦を強要したのはルーズベルトだとアメリカ人に言わなきゃ。」
